
９
月
２
２
日
、
石
破
総
裁
の
辞
任
に

と
も
な
い
、
＃
変
わ
れ
自
民
党
と
表
題

を
掲
げ
、
自
民
党
総
裁
選
が
始
ま
り
ま

し
た
。
１
０
月
４
日
投
開
票
で
す
。
期

間
は
、
総
裁
公
選
規
程
上
、
最
短
の
１

２
日
間
と
な
り
ま
し
た
。
今
回
は
、
こ

の
総
裁
選
に
つ
い
て
解
説
し
ま
す
。

〈
今
回
の
候
補
者
〉

昨
年
の
総
裁
選
か
ら
一
年
。
今
回
の

候
補
者
は
５
名
。
小
林
鷹
之
氏
、
茂
木

敏
充
氏
、
林
芳
正
氏
、
高
市
早
苗
氏
、

小
泉
進
次
郎
氏
（
届
出
順
）
。
全
員
、

昨
年
の
総
裁
選
に
も
出
馬
し
て
い
た
候

補
者
で
す
。

〈
各
候
補
者
の
最
初
の
訴
え
〉

告
示
日
の
２
２
日
、
１
３
時
か
ら
自

民
党
本
部
で
所
見
発
表
演
説
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

・
小
林
候
補
は
「
諦
め
の
気
持
ち
か
ら

は
明
る
い
未
来
を
拓
く
こ
と
な
ど
で
き

な
い
。
頑
張
れ
ば
報
わ
れ
る
と
い
う
実

感
を
現
役
世
代
が
思
え
る
よ
う
な
日
本

を
つ
く
る
。
新
た
な
日
本
の
国
づ
く
り
、

そ
の
先
頭
に
立
ち
た
い
」
と
訴
え
ま
し

た
。

・
茂
木
候
補
は
「
わ
が
党
は
会
社
で
い

え
ば
倒
産
寸
前
の
危
機
に
あ
る
。
そ
ん

な
今
だ
か
ら
こ
そ
、
再
び
立
ち
上
が
る

決
断
を
し
た
」
と
強
調
。
「
わ
が
党
を
、

日
本
経
済
を
必
ず
再
生
す
る
。
そ
の
目

標
は
２
年
。
し
っ
か
り
と
バ
ト
ン
を
次

の
世
代
に
引
き
継
ぐ
道
筋
を
つ
く
る
」

と
訴
え
ま
し
た
。

・
林
候
補
は
「
（
官
房
長
官
と
し
て
政

権
の
）
中
枢
に
い
た
者
の
責
任
を
感
じ

な
が
ら
も
、
逆
に
こ
の
経
験
を
生
か
し
、

継
承
の
中
に
変
化
・
革
新
を
求
め
る
気

持
ち
で
政
策
を
進
め
た
い
」
と
し
て
、

１
パ
ー
セ
ン
ト
程
度
の
実
質
賃
金
の
定

着
や
Ｇ
Ｘ
・
Ｄ
Ｘ
の
推
進
等
に
取
り
組

む
と
訴
え
ま
し
た
。

・
高
市
候
補
は
冒
頭
、
外
国
人
を
巡
る

問
題
に
懸
念
を
示
し
、
「
外
国
人
と
の

穏
や
か
な
、
お
互
い
に
思
い
や
り
を

持
っ
て
生
き
ら
れ
る
付
き
合
い
方
は
ど

う
す
れ
ば
で
き
る
の
か
。
一
度
ゼ
ロ

ベ
ー
ス
で
考
え
る
」
と
主
張
。
そ
し
て

閣
僚
等
の
女
性
登
用
や
皇
室
典
範
・
現

行
憲
法
の
改
正
の
重
要
性
を
訴
え
ま
し

た
。

・
小
泉
候
補
は
わ
が
党
が
「
国
民
の
不

安
に
向
き
合
え
て
い
な
か
っ
た
」
と
指

摘
。
「
国
民
と
約
束
し
た
こ
と
、
野
党

と
合
意
し
た
こ
と
、
国
民
が
求
め
て
い

る
こ
と
を
一
致
団
結
し
て
着
実
に
実
行

す
る
こ
と
が
信
頼
回
復
の
唯
一
の
道

だ
」
と
述
べ
、
自
ら
先
頭
に
立
っ
て
党

再
生
に
取
り
組
む
と
の
決
意
を
訴
え
ま

し
た
。

２
３
日
午
前
に
は
共
同
記
者
会
見
を

開
催
。
同
日
午
後
に
は
党
本
部
で
自
民

党
青
年
局
・
女
性
局
が
主
催
す
る
公
開

討
論
会
に
各
候
補
者
は
臨
ん
で
い
ま
す
。

ご
覧
に
な
ら
れ
た
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
る

と
思
い
ま
す
。

〈
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
〉

今
後
、
候
補
者
が
皆
様
の
前
で
直
接

訴
え
る
地
方
演
説
会
は
、

２
４
日
に
東
京
都
、
２
６
日
に
名
古
屋

市
、
１
０
月
２
日
に
大
阪
市
で
開
催
さ

れ
る
予
定
で
す
。

９
月
２
７
日
（
土
）
１
９
時
〜
「
ひ

ろ
ゆ
き
と
語
る
夜

＃
変
わ
れ
自
民
党

日
本
の
未
来
を
語
れ
！
自
民
党
総
裁

選
」
、
ま
た
９
月
３
０
日
（
火
）
１
８

時
〜
「
国
民
の
声
に
応
え
る
政
策
討
論

会
」
が
ラ
イ
ブ
配
信
。

こ
れ
ら
の
討
論
会
で
は
、
全
国
の
皆

さ
ん
か
ら
質
問
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

党
員
党
友
の
皆
様
だ
け
で
な
く
国
民
の

皆
様
の
声
を
直
接
候
補
者
に
届
け
、
各

候
補
者
の
考
え
を
聞
く
こ
と
が
で
き
る

絶
好
の
チ
ャ
ン
ス
で
す
。

今
回
の
総
裁
選
は
、
フ
ル
ス
ペ
ッ
ク

の
総
裁
選
で
す
。
議
員
票
に
合
わ
せ
、

約
９
１
万
人
の
党
員
・
党
友
の
皆
様
の

投
票
も
鍵
と
な
り
ま
す
。

よ
り
多
く
の
皆
さ
ま
に
こ
の
総
裁
選

に
関
心
を
持
ち
、
各
候
補
者
の
考
え
を

聞
い
て
い
た
だ
き
、
自
民
党
の
再
生
で

は
な
く
、
「
日
本
の
未
来
を
託
す
こ
と

が
で
き
る
総
裁
は
誰
な
の
か
」
、
私
も

皆
さ
ま
と
と
も
に
考
え
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。
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《
や
ま
も
と
・
さ
こ
ん
》

愛
知
県
豊
橋
市
出
身
。
１
９
８
２
年

７
月
９
日
生
ま
れ
。
４
３
歳
。
豊
橋

南
高
校
卒
業
、
南
山
大
学
。
１
１
歳
、

レ
ー
シ
ン
グ
キ
ャ
リ
ア
ス
タ
ー
ト
。

１
９
歳
、
単
身
渡
欧
。
２
４
歳
、
当

時
日
本
人
最
年
少
Ｆ
１
ド
ラ
イ
バ
ー

デ
ビ
ュ
ー
。
３
０
歳
、
帰
国
後
、
医

療
介
護
福
祉
の
世
界
に
。
医
療
法

人
・
社
会
福
祉
法
人
さ
わ
ら
び
グ

ル
ー
プ
の
統
括
本
部
長
就
任
。
２
０

１
９
年
第
２
５
回
参
議
院
議
員
通
常

選
挙
（
比
例
代
表
）
に
自
民
党
公
認

で
立
候
補
し
、
落
選
。
２
０
２
１
年

第
４
９
回
衆
議
院
議
員
総
選
挙
（
東

海
ブ
ロ
ッ
ク
比
例
代
表
）
に
自
民
党

公
認
で
立
候
補
し
初
当
選
。
当
選
直

後
か
ら
、
合
成
燃
料
の
国
産
化
の
必

要
性
を
訴
え
、
３
年
以
内
に
日
本
初

の
実
証
プ
ラ
ン
ト
の
稼
動
を
実
現
し

た
。
ま
た
、
２
０
２
２
年
８
月
、
初

当
選
後
一
年
に
満
た
な
い
中
、
文
部

科
学
大
臣
政
務
官
兼
復
興
大
臣
政
務

官
に
異
例
の
抜
擢
。
科
学
技
術
・
文

化
の
担
務
を
中
心
に
活
躍
。
２
０
２

４
年
第
５
０ 

回
衆
議
院
議
員
総
選

挙
に
自
民
党
比
例
代
表
で
２
期
目
に

立
候
補
す
る
も
落
選
し
現
在
に
至
る
。

英
語
、
ス
ペ
イ
ン
語
を
話
す
マ
ル
チ

リ
ン
ガ
ル
。

前
衆
議
院
議
員

＃
変
わ
れ
自
民
党
・
総
裁
選

日
本
の
未
来
を
語
れ
！



出典：自民党 総裁選2025 ウェブサイトより加工して作成

資料解説
前衆議院議員山本左近

挑戦で拓く、新しい日本

自民党 総裁選10.4

フルスペック型
国会議員票 党員・党友票 合計

295票 295票 590票

#変われ自民党

厳しい環境に置かれた中間層・現役世代・
若者への対策を最重要視。「頑張れば報わ
れる」という確信を、次なる成長と社会の
安定につなげる好循環を作り上げ、全世代
にとってより良い社会へ。

麻生派。

小林鷹友 茂木敏充 林 芳正

高市早苗 小泉進次郎

結果を出す
挙党体制で「自民党と日本経済の再生」に
挑む。これまでにない人材登用で若手を大
胆に登用した「ベストチーム」を作り、必
ず結果を出す。3年以内に平均年収を50万円
引き上げる。東京一極集中を是正。

経験と実績で未来を切り拓く

1％程度の実質賃金上昇の定着、国民所得と
経済生産性の向上による成長と分配の好循
環。2040年代に向けた、持続可能な社会保
障、強靭な経済を構築するための工程表作
成と推進。党改革〜ゼロからの再建

日本列島を、強く豊かに。
大胆な「危機管理投資」と「成長投資」で
「暮らしの安全安心」の確保と「強い経済」
の実現。地方の「暮らし」と「安全」を守る。
「防衛力」と「外交力」の強化。今を生きる
日本人と次世代への責任を果たす。

立て直す。国民の声とともに

今、国民が感じている日々の生活に密着した
不安。もう一度、国民の声を聞き、国民の不
安に向き合うことで、安心と安全を実現する
政党に自民党を立て直す。インフレ時代の新
たな経済対策を。

※９月２７日（土）１９時〜「ひろゆきと語る夜 ＃変われ自民党 日本の未来を語れ！自民党総裁選」
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